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４　監査結果報告　　平成２９年３月３１日

監査の結果（意見） 措置（具体的内容）・対応状況

【都市計画課・公共交通推進室】
２（１）イ　計画、与条件について 【　措置済　】　　平成２９年　９月２９日
①駅舎改修の判断基準の「機能障害に対する健全度判定区分」について、
数値基準設定等により分かりやすい表現方法を考慮すること。
【改善事項】

『鉄道構造物等維持管理標準・同解説（構造物編）』（国土交通省鉄道
局監修）に基づき、あすなろう鉄道線の「機能障害に対する健全度判定区
分」を定めているが、点検時に健全度が判定しやすくなるよう、『鉄道土
木構造物の健全度の判定手引き』（公益財団法人 鉄道総合研究所鉄道技
術推進センター）を新たに取り入れ、点検を実施している。

２（４）エ　現場代理人、主任技術者届などについて 【　措置済　】　　平成２９年　４月　３日
①主任技術者届に（監理）の表現があり分かりにくかった。監理技術者、
主任技術者について明確になるよう書式ルールを考慮すること。
【改善事項】

　必要な資格者要件に基づき、監理技術者と主任技術者が明確になるよ
う、業者から提出される技術者届選任通知書の技術者欄を二重線で消す
等、措置を行った。

２（５）ア　監理・監督業務について 【　措置済　】　　平成２９年　４月　３日
①施工計画書の品質管理、出来形管理は、標準仕様書類の基準によるとの
ことであるが具体的な実施事項が不明確であった。段階検査、出来形検査
など時宜を得た項目の具体的な記載を検討すること。【改善事項】

　請負業者から提出される施工計画書の品質管理、出来形管理の記載方法
について、管理が明確になるよう具体的な内容を共通仕様書等から抜粋し
て記載するよう請負業者に指導した。

【　措置済　】　　平成２９年　４月　３日
③建設工事保険、賠償責任保険は、加入確認をしていないとのことである
が、コピーの提出等工事受注者に指導すること。【改善事項】

　建設工事保険、賠償責任保険について、請負業者に加入を確認するとと
もに、写しを提出してもらうよう改善した。

２（５）ウ　施工監理、監督について 【　措置済　】　　平成２９年　４月　３日
②承諾、指示印に監督職員名、課内職員名の混在が見られる。監督職員の
捺印について整理すること。【改善事項】

　監督職員として記名、押印する箇所については、監督職員と明記した上
で、押印するよう改善した。

３　監査実施期間　　平成２９年１月２５日から平成２９年１月２７日まで

平成２８年度　随時監査（工事監査）の結果（意見）に基づく措置状況等の報告

１　監査の種類　　　随時監査（工事監査）

２　監査対象　　　　四日市あすなろう鉄道線　停車場設備（西日野駅）ホーム改修及び駅舎修繕工事

　　　　　　　　　　都市整備部都市計画課・公共交通推進室
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４（１）騒音等の苦情について 【　措置済　】　　平成２９年　９月２９日
今回の工事においては近隣住民からの苦情はなかったということである

が、今後トイレや駅前広場の改修工事等が予定されている。引き続き、騒
音等の発生に注意して施工すること。【要望事項】

　引き続き、工事着手前には地元回覧の配布等を徹底していく。

４（２）四日市あすなろう鉄道の改修について 【　措置済　】　　平成２９年　９月２９日
今後の駅施設等の改修については、特有のレトロ感漂う外観とするな

ど、乗客数の増加につながるような改修工事となるよう検討すること。
【要望事項】

　駅施設を改修する場合、乗客数の増加につながるような改修工事を引き
続き実施していく。

４（３）進捗管理、牽制や記録保存について 【　継続努力　】　　平成２９年　９月２９日
　不定期に現場を実査し、業者から提出される履行状況報告書と現場の進
捗状況を確認するとともに、実査業務を強化するため、今年度作成した
「現場点検チェック表」に点検結果を記録し、必要に応じ、業者を牽制し
ていく。

【　措置済　】　　平成３０年　３月３０日
　月に１回を基本として、現場を実査し、業者から提出される履行状況報
告書と現場の進捗状況を確認するとともに、「現場点検チェック表」に点
検結果を記録し、現場の履行状況等を確認している。

４（４）品質管理について 【　措置済　】　　平成２９年　９月２９日
鉄道事業においては、乗客の安全が最優先事項である。工事において改

善を図った部分については工事前後の強度確認を行い公表するなど、市民
や乗客に対して改善内容を説明できるようにすること。【改善事項】

  西日野駅ホーム改修工事や車両更新等、前年度に実施した安全確保に関
する取り組みを鉄道事業法で定められた「安全報告書」に記載し、市のＨ
Ｐで公表した。

４（５）見積書の確認について 【　継続努力　】　　平成２９年　９月２９日
本工事の積算においては適用できる歩掛かりがないことから、業者から

の見積りによって積算している。見積書の適正性の確認や業者牽制のた
め、不定期に工事実施中の現場を実査し記録を残すこと。【改善事項】

  列車の安全運行や利用者の安全を確保するため、施設更新等の工事は最
終列車運行後、始発列車運行開始前までの夜間作業も多いが、見積書の適
正性を確認するため、不定期に現場を実査し、今年度、作成した「現場点
検チェック表」に記録を残す等、必要に応じ、業者を牽制していく。

【　措置済　】　　平成３０年　３月３０日
  月に１回を基本として、現場を実査し、「現場点検チェック表」に点検
結果を記録し、見積書の適正性を確認している。

　工事の進捗管理においては、業者牽制のために、工事実施中の現場の抽
出実査を行い、記録を残すことにより、工事履行状況報告書の適正性の確
認を行うこと。また、実査業務の強化のために、チェック項目を定めたマ
ニュアル等の作成に取り組むこと。【改善事項】
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